


ＱＲコードが導入されることにより、eLTAX からのクレジット納付、ダイレクト納付（預貯金口座から引き

落とし）による納税等が可能になるため、既存のバーコードからのコンビニ、スマートフォンアプリによる納

付と併せ、納付者の利便性の向上を見込むことができる。

出典：「地方税共通納税システム税目拡大における見積参考資料」

（1）パソコン操作

納付書のｅＬ番号を入力、またはＱＲコードリーダーを接続して eLTAX から納付。ＱＲコードを読

取る場合はＱＲコードリーダーの準備が必要となる。

対応予定クレジットカード Visa、MasterCard、JCB、AmericanExpress、DinersClub

（2）金融機関窓口

「共通納税対応金融機関」でＱＲコード対応可能予定。

基本的には全国どこの金融機関からでも納付が可能。

（3）スマホ操作

アプリ上でＱＲコードを読取りして納付する。

対応予定アプリ PayPay 株式会社、ﾋﾞﾘﾝｸﾞシステム株式会社、株式会社みずほ銀行、

楽天ペイメント株式会社、株式会社長野銀行、株式会社三井住友銀行、他

※ 現行のバーコードによるコンビニ収納及びスマートフォンアプリ（PayPay、LINE Pay）による納付

はそのまま継続して納付が可能。

（令和５年４月からＰａｙＢ、支払秘書、Ｊ-Coin 請求書払いが追加予定）

４ その他

周知については、市報令和５年３月号及びホームページに掲載予定。

口座振替納付も引き続きお勧めしていきます。
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